
令和８年度 学校評価報告書（目標設定） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 

（令和６年度策定） 具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

⓵児童・生徒の自
立と社会参加を目
指した教育活動を
実践する。 
⓶ＩＣＴ機器等の
有効利用による多
様な授業の研究・
研修を推進する。 

⓵体験的な学びを
効果的に授業に入
れていく。 
 
⓶授業技術の積み
重ねと共有化によ
り、授業の充実を目
指す。  

⓵授業の中で、ポイン
トを押さえた体験的
な活動を行う。 
 
⓶ＩＣＴ技術や提示
方法等、スキルを教員
間で共有、活用する。 

⓵ポイントを押さえた
活動ができたか。 
 
 
⓶授業の振り返りの中
で、児童・生徒のでき
た、わかったという発
言、発信、表出、表情
が見られたか。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支
援 

・児童・生徒一人
ひとりの個性や医
療状況を尊重し、
教育的ニーズに応
じた指導・支援を
組織的に行う。 

⓵児童・生徒が他者
と協力する教育活
動を通し、自己理解
を深める。 

 

⓶児童・生徒のニー
ズを共有し、チーム
で指導・支援を行
う。 

⓵児童・生徒が協力す
る教育活動の場を作
っていく。 
 
 
⓶教員間での情報共
有、病院とのカンファ
レンスを児童・生徒指
導につなげる。 

⓵児童・生徒が協力し
ながら学習に取り組む
場を作り、活動を通し
て自分を振り返ること
ができたか。 

⓶学校と病院とで児
童・生徒の情報を共有
し、指導につなげられ
たか。 

３ 
進路指導・支
援 

・将来の生活の充
実を目指し、進路
指導、移行支援、
キャリア教育を行
う。 

⓵将来、主体的に自

己選択、自己決定で

きるよう授業を工

夫する。 

⓶コミュニケーシ

ョン力を育む授業

を実践し、将来に向

け円滑な人間関係

を築く力を養う。 

⓷進路指導に関す

る中学部のキャリ

ア教育を整える。 

⓵各教科、領域で児

童・生徒が自分で考

え、意思を表出する機

会を引き続き設ける。 

⓶授業の中に友達と

一緒に活動したり、意

見交換を行ったりす

る等、友達と関わる場

面を設ける。 

⓷他校の実践等を参

考に中学部のキャリ

ア教育を整える。 

⓵授業の機会を活か

し、児童・生徒が自分

で考え、意思を表出す

ることができたか。 

⓶授業の中で、友達と

関わりをもつことがで

きたか。 

 

 

⓷他校の実践等を参考

に中学部のキャリア教

育を整えることができ

たか。 

４ 
地域等との協
働 

・病弱教育に関す
る理解・啓発を図
り、児童・生徒の
地域生活が豊かに
なるよう支援を行
う。 

⓵学校の情報を魅

力的に発信する方

法を定着させる。 

 

⓶地域と協働する

授業実践を積み重

ねる。 

⓵すぐーる等の活用

を考慮に入れ、学習の

様子や成果を伝えて

いく。 

⓶病院ボランティア

や地域の方とのつな

がりを継続、強化す

る。 

⓵これまでの発信方法

に加え、学校生活の様

子や成果を、発信でき

たか。 

⓶つながりを継続し、

授業の一部を連携する

ことができたか。 

５ 
学校管理 

学校運営 

⓵教職員が同僚性

を発揮して質の高

い教育を展開す

る。 

⓶児童・生徒と向

き合う時間を確保

するために、働き

方改革を推進す

る。 

⓵同僚性を高め、互

いの理解を深めて

いく。 

 

⓶これまでの取り

組みを振り返ると

ともに、引き続き業

務改善を進める。 

⓵ミニ研修や学部や

部門を超えたグルー

プワーク研修を行う。 

 

⓶今年度の教育課程、

グループ業務を振り

返り、学校関係者評価

等も参考に業務改善

を更に積み重ねる。 

⓵研修の方法を工夫で

きたか。研修後にアン

ケートを取り、振り返

ることができたか。 

⓶教育課程、グループ

業務を振り返り、学校

関係者評価等も参考に

業務改善を更に積み重

ねることができたか。  


